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　「NAB ショー 2018」に関する 3 回目の
レポートをお届けする。
　あらためて NAB が今回最もアピールし
たかったのは何かを振り返ってみると、「米
国における新放送規格 ATSC3.0 に基づく
試験放送の進展」ではないかと思う。理由
は、中央ホールのロビーに「The Road to 
ATSC3.0（ATSC3.0 への道のり）」と名
付けた特設コーナーを設けて、進展状況を
示す展示とデモを熱心に行っていた。具体
的には、アリゾナ州フェニックス、オレゴ
ン州ポートランド、テキサス州ダラス、ネ
バダ州ラスベガス、オハイオ州クリーブラ
ンド、ノースカロライナ州ラーレイなどの
放送局がすでに行っている試験放送の模様
をテレビで紹介し「フェニックスのパール
TV コンソーシャムが 4 月 5 日から先陣を
切って実用放送を始めた」とうれしそうに
語っていた。
　新放送規格に対応できる新しいテレビの
メーカーを問い合わせたら、「LG 電子が、
提供している」との回答であった。また、
このコーナーには、車内に 4 台のモニター
を設置した自動運転車が持ち込まれており、

「ATSC3.0 による新しい放送が普及すれ
ば、移動中でもテレビ番組をクリアに受信
して視聴することが可能になる」と PR に
余念がなかった。さらに、「IP がベースな
ので、インターネットによるターゲット広
告もできる」という。韓国では、2017 年
5 月から同方式による放送が始まっており、

「America First」とはならなかったが、な
んとか追いつこうという米国放送業界の意
気込みが強く感じられた。なお、説明員は、

「アメリカと韓国以外に、カナダとメキシコ
でも ATSC3.0 方式の放送が行われる」と
付け加えていた。

　次いで、北ホールに「イノベーション・
パイプライン」「Immersive Storytelling」

「デジタルラジオ」「マネージメント & シス
テムズ」と名付けられた 3 つの特設ステー
ジが設営され、多くの出展者が最先端を誇
る成果を紹介していた。
　「イノベーション・パイプライン」のステ
ージでは、NHK、韓国の地上波放送局、ウ
ルトラ HD フォーラムが競演した。NHK
は、お馴染みの 8K シアター（350 インチ

スクリーン）で、アメリカの「イエロース
トーンの驚くべき自然」とロシアのマリン
スキーバレエ団の「くるみ割り人形」を上
映して来場者の注目の的になった。他方で、
8K コンテンツを視聴できる小部屋を 3 種
類用意して来場者に体験を促した。3 種の
内訳は、70 インチ LCD テレビ（シャープ
製）と 2 台のラウドスピーカーによるバイ
ノーラル音響、85 インチ LCD ディスプレ
イ（東芝製）とディスプレイに組み込まれ
たラインアレースピーカーシステムによる
音響、98 インチ LCD ディスプレイ（BOE
製）とフル 22.2 チャンネル音響であった。
ハード面では、8K 240p カメラの試作品
とスローモーションリプレイシステムが話
題を集めていた。
　韓国の KBS、MBC、SBS は、合同で
ATSC3.0 規格に基づく地上波放送と OTT
のハイブリッド・プラットフォーム・サー
ビスのデモを行って関心を呼んだ。さら
に、韓国電子通信研究院が、3 波の放送電
波にそれぞれ ID を付与してモニタリング
を行うデモを実施した。ATSC3.0 規格で
使用されている SFN（Single Frequency 
Network）は、パルチパスに弱いとの指摘
があるので、この弱点を補うために考案し
た技術である。
　ウルトラ HD フォーラムは、NBC から
提供を受けたという平昌オリンピックの
4K HDR 映像を再生しながら、今後のフォ
ーラムの方針として、「ハイフレームレート

（100p/120p）への対応、コンテンツの
セキュリテイ対策、次世代オーディオの導
入」を挙げていた。セキュリテイ対策の内
容を聞いて見たらウオーターマーキングを

「NABShow 2018」 レポート（3）「「NABShow 2018」レポート（3）「NABShow 2018」 レポート（3）

写真1　次世代テレビの特設コーナーでは、アリゾ
ナ州フェニックスで実用放送が始まったとの発表が
行われた。

写真2　NHKは、8Kコンテンツを視聴できる小部
屋を3種類用意して来場者に体験を促していた。
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月から 4 月にかけて主催する男子バスケ
ットボールの試合）を VR で放送したとい
う。VR はニッチなマーケットという専門
家が多いが、このようなビッグスポーツイ
ベントをライブで提供したというのは予想
外であった。なお、VR に関しては、NHK
も 8K OLED ディスプレイを導入した両眼
それぞれ 4K 解像度の映像を実体験させて
話題を呼んだ。コンテンツは、JAXA 筑波
宇宙センターのショールームの内部を 360
度フルに撮影したものであった。

　「デジタルラジオ」のステージには、ゲー
ツエアー、ナウテル・ブロードキャスト、
ブロードキャスト・エレクトロニックスな
どがブースを構えて、デジタル FM ラジオ、
HD ラジオなどのライブデモを行っていた。
中でもゲーツエアーは、ATSC3.0 対応の
3 種の送信機（高出力 UHF 用の ULXTE、
中・低出力 UHF 用の UAXTE、VHF 用の
VAXTE）を出展して関心を呼んだ。ラジオ
送信機の大手メーカーとして知られるナウ
テル・ブロードキャストは、「世界 177 カ
国に、各種送信機 16,000 台をすでに販売
済み」と豪語していた。

　「マネージメント & システムズ」のス
テージでは、エバーツ、Enco Systems、
Lawo などの出展が目に付いた。エバーツ
は、今回「2018 は、IP の年」という旗
印を掲げて IP をベースにした SDVN ソリ
ューションのデモを大々的に展開した。ブ
ースの担当者は、「2014 年以来すでに世
界の 100 社以上に IP ソリューションと
機器を納入済み」と語っていた。SMPTE 
ST2110、AMWA IS04/05 の規格化が
進んだことで勢いに乗っているようであっ
た。

鋭意検討中との回答であった。

　 特 設 さ れ た「Immersive Storytelling 
Pavilion」に出展したのは、Insta360、Yi 
Technology、サムスン、Voysis VR、Flir
など 21 社に及んだ。
　 最 近 と み に シ ェ ア を 伸 ば し て い る
Insta360 は、 最 大 の ブ ー ス を 構 え て

「Insta360 One」「同 Pro」「同 Nano S」「同
Titan」の売込みを熱心に行っていた。今年
9 月に発売予定の「Insta360 Titan」に
ついては、「Insta360 Pro の 8K を上回る
10K VR 対応にする。また、500m 以内
の無線通信を実現する予定」と語っていた。
Yi Technology は、「イーヘイロ（Yihalo）」
と名付けた没入感をフルに撮影できる 8K 
3D 360 度カメラを出展した。リング状に
16 台と上部に 1 台の小型カメラを搭載し
ているのが特色である。価格を聞いて見た
ら、17,000 円とのことであった。
　サムスンは、同社が誇る「360 Round 
VR」カメラを紹介した。リング状にステレ
オペアーのカメラが8セットと上部に1台、
つまり全部で 17 台のカメラが搭載されて
いるのが特色である。
　VR に関しては、パビリオン以外に、フ
ラウンホファー HHI、グーグル、Vizrt な
ども売り込んでいた。フラウンホファー
HHI は、同社特製のミラー式 VR カメラ

「OmniCam 360」を出展して「パノラマ
Ultra HD ビデオの撮影とライブストリー
ミングを実現できる」と語っていた。価格
を聞いて見たら、65,000 ドルとの回答で
あった。
　なお、会場で聴取した話で興味深かった
のは、NBC スポーツが平昌オリンピック
の試合を、ターナースポーツが「NCAA 
March Madness（全米大学体育協会が 3

Naoakira Kamiya　
衛星システム総研　代表　

メデイア・ジャーナリスト　

　さらに、NAB は、南下層ホールの西側
に「IP ショーケース」を設けて IP 化の進
展をアピールした。映画テレビ技術者協会

（SMPTE）、IP メディアソリューション連
盟（AIMS）、国際インターネット放送事業
者協会（iabm）、オーディオ工学会（AES）
など業界 8 団体と、日本の NEC とソニー
を含む 50 を超える関連メーカーが総力を
挙げてプロダクション・スタジオを設営し
てライブデモを実施した。デモの隣では、
関連のセッションが開催され盛り上りをみ
せていた。

　4 つ目は、POD Cast である。コトバン
クによれば、「POD Cast は、インターネ
ット経由で、デジタルオーディオプレーヤ
ー向けに音声データを配信するサービス、
およびそのシステムを指す」という。今
回、NAB は、セントラルホールのロビーに
POD Cast スタジオを設営して来場者の
注目を集めた。実際に運用を行っていたの
は、Broadcast Beat（フロリダ州タンパ
を本拠にする放送・メディア制作会社）で
ある。スタジオの内部を見せてもらったら、
Digico 製のデジタル・ミキシング・コンソ
ール、Enco 社のプレイアウトシステムな
どが設置されていた。スタジオの担当者に
POD Cast のいわれと現在サービスを行っ
ているステーションの数を聞いて見たら「デ
ジタル携帯プレーヤー、iPOD で簡単に聴
くことができるということで普及した。現
在ストリーミングサービスを提供している
局は4,000を下らない」との回答であった。

写真 3　VR のステージでは、Insta360 が「Insta360 
One」「同 Pro」「同 Nano S」の売込みを熱心に行った。

写真 4　Yi テクノロジーは、「イーヘイロ（Yihalo）」
と名付けた没入感をフルに撮影できる 8K 3D 360
度カメラを出展して注目を集めた。

写真 5　セントラルホールのロビーには、POD 
Castスタジオが設営され、来場者の関心事となった。
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「ちょいJIB クレーン」や「高性能プロンプター」、リチウムイオンバッ
テリー
報道仕様3CH プレスミキサー「FS-302P」、業界最小フル機能
4CH フィールドミキサー「FS-40X」、4K 対応、高精度・軽量・長距
離光伝送システムの新製品「NS-X シリーズ」、本線、リターン回線を 
同時に接続可能 SDI デュープレックス( 双方向) ケーブル補償装置、
SDI リクロッカー「VHD-2200」

日本ビデオシステム
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クによれば、「POD Cast は、インターネ
ット経由で、デジタルオーディオプレーヤ
ー向けに音声データを配信するサービス、
およびそのシステムを指す」という。今
回、NAB は、セントラルホールのロビーに
POD Cast スタジオを設営して来場者の
注目を集めた。実際に運用を行っていたの
は、Broadcast Beat（フロリダ州タンパ
を本拠にする放送・メディア制作会社）で
ある。スタジオの内部を見せてもらったら、
Digico 製のデジタル・ミキシング・コンソ
ール、Enco 社のプレイアウトシステムな
どが設置されていた。スタジオの担当者に
POD Cast のいわれと現在サービスを行っ
ているステーションの数を聞いて見たら「デ
ジタル携帯プレーヤー、iPOD で簡単に聴
くことができるということで普及した。現
在ストリーミングサービスを提供している
局は4,000を下らない」との回答であった。

写真 3　VR のステージでは、Insta360 が「Insta360 
One」「同 Pro」「同 Nano S」の売込みを熱心に行った。

写真 4　Yi テクノロジーは、「イーヘイロ（Yihalo）」
と名付けた没入感をフルに撮影できる 8K 3D 360
度カメラを出展して注目を集めた。

写真 5　セントラルホールのロビーには、POD 
Castスタジオが設営され、来場者の関心事となった。


